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「福島の今とエネル
ギーの未来2022」
p.7より



汚染水にどの放射性物質がどのくらい含
まれるかは不明

トリチウムについてのみ発表

→約780兆ベクレル（2021年5月時点）

ALPSのターゲットになっている62核種＋炭素14＋トリ
チウムについて、一部のタンクで測定
「すべてのタンクで測っていないんですか？」

「放出する前に測ります」
（3/16 、脱原発福島ネットワークによる東電交渉における東電回答）



すでに測定が終わっているK4タンク群の水
と同様の水を1年間放出する場合
年間放出量：1億2,000万リットル
トリチウム：22兆ベクレル
ストロンチウム90：2500万ベクレル
カドミウム113m：210万ベクレル

東京電力「福島第一原子力発電所における多核種除去設
備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る放射線影響評
価(設計段階)について」p.50-



ヨウ素129  2億4,000万ベクレル／年
セシウム137  4,900万ベクレル／年
プルトニウム239 7万3000ベクレル／年



遮水壁について

Cs、Sr除去

多核種除去
装置
（ALPS）



2022年1月8日FoE Japanによるヒアリングの東電回答



2022年1月8日FoE Japanによるヒアリングの東電回答



2022年1月8日FoE Japanによるヒアリングの東電回答


